


令和３年度 実践報告

社会福祉法人 佐世保市社会福祉協議会

～ふくし教育の軌跡～



○社協が行う「ふくし教育」

「ふくし」という言葉は「ふだんの くらしの しあわせ」という意味があります。
佐世保市社会福祉協議会では、子どものころからお互いに思いやり、認め合う心を

育むために、学校と連携したふくし教育を推進しています。
学年や時間数など学校のニーズに合わせ、関係機関と連携し、福祉や当事者講師に

よる講話、車椅子やアイマスク体験、地域の方との交流など様々なふくし教育を行っ
ています。
令和3年度は市内の小中学校のうち２２校（小学校２０校、中学校２校）と連携し、

ふくし教育を実施しました。
そこで、実施内容をまとめましたので、参考にしていただけたら幸いです。

※社会福祉協議会が行うふくし教育だけではなく、独自で福祉に関する教育を行って
いる学校もあります。

〇プログラム内容（R3.実績）

講 話
・「ふくし」ってなんだろう？
・障がいについて知ろう
・年をとるってどういうこと？
・身の回りのバリアフリー、ユニバーサルデザイン
をしらべよう

・自分が住んでいる地域のことを知ろう

交 流
・地区民生委員、地域住民
・デイサービス

体 験
・車椅子
・高齢者疑似
・アイマスク
・まち歩き
・点字
・手話
・車いすバスケットボール

ふくし教育協力講師
・視覚障がい者協会
・県ろうあ協会
・佐世保WBC（車椅子バスケットボールチーム）
・株式会社 愛佳（バリアフリー・ユニバーサルデザイン）

（佐世保市社協HP参照）

「自分たちにできることはなんだろう」
みんなで考えたゲームで高齢者と交流

車いすバスケットボール体験

目に障がいがある方とのふれあい

車いす 白杖・アイマスク 高齢者疑似体験セット

選手へインタビュー
「何事にもあきらめずに挑戦
する」ことの大切さを学びま
した



〇コロナ禍での「ふくし教育」

感染防止対策の徹底
・消毒、換気、クラス単位での実施、教室から体育館での
実施に変更するなど、学校・児童・生徒の協力を得て実
践を進めました。

オンラインでの授業
・新型コロナウイルスの新規感染者の増加により、直接、
学校を訪問しての実施が難しかったため、オンラインに
よるふくし教育を取り入れ、学校とのつながりを絶やさ
ないように工夫しました。

〇「ふくし教育」実施後の変化

子どもたちの感想
・高齢者体験をしてみて自分の過ごし方とお年寄りの過ごし方が
違うことに気がつきました。

・おばあちゃんが歩くのが遅いので「なんで？」と思っていましたが、体
験をしてみておばあちゃんへの気持ちも変わりました。

・車いすを自分で動かすのが大変だったところも友達に押してもらったり、
声かけしてもらうと安心できました。

・高齢者や障がいがある人が困っていたら声をかけようと思いました。

先生の感想
・子どもたちの中で「ふだんの くらしの しあわせ」が合言葉になっており、生活の
中で点字を見つけたり、ユニバーサルデザインに気づくことが増えました。

・当事者の方に直接話を聞くことで、身近にとらえることができ、意識が高まりました。
・ふくしについて４５分内でパワーポイントを使ってわかりやすく説明してもらえたの
で、その後の体験にもスムーズに入っていくことができました。

「先日、道を歩いていると小学生が「そこは点字ブロック
がないですよ。」と声を掛けてくれ、安全なところまで誘

導してくれたので助かりました。」と社会福祉協議会に連絡がありま
した。

ふくし教育を行ったことのある学校の児童だったそうです。普段の暮
らしの中で、ふくし教育の学びが活きて幸せが広がっています。

※ご希望に沿い対応いたしますので、お気軽にご相談ください。

当事者講師の方の
体験談

①相談・依頼 まずはお電話ください

②事前打合せ 社協より学校へお伺いします

③プログラムの企画・提案 事前打合せを基にプログラムの企画・提案をいたします

④講師・協力団体との調整 社協が行います

⑤プログラムの実践 内容の変更等にも対応します

⑥ふりかえり
次年度に向け、ふくし教育に関する気づきを共有させて
いただきます

〇実践までの流れ（例）


